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流星人間ゾーン (1973)

メディア TV

ジャンル 特撮  ヒーロー 

製作国 日本

色彩 Color

TV放映

1973/04/02 ～ 1973/09/24
月曜日
１９：００～１９：３０
日本テレビ  

【解説】
　「地球から遠く離れた大宇宙、平和の星ピースランド。その平和も悪魔の星ガロガの野望に一瞬にし
て破られた。ピースランド壊滅。安住の地を失ったピースランド星人たちはファミリーごとにパンドラ
カプセルにのり平和の星を求めて流星人間となったのだ。一方、地球を第２の攻撃目標にしたガロガは
宇宙要塞を建設、恐獣ミサイルが地球を狙った（恐獣ミサイルが弾けてジキロが出現。「フン
ギャ～！」）。流星人間をのせたカプセルの１ファミリーだけが地球に漂着した。彼らは新地球人とし
てガロガ星人と対決した。そのファミリーの名は、流星人間ゾ～ン。」というオープニングのナレーショ
ンが設定のポイントを語り尽くしている。
　地球に漂着したファミリーは防人家と名乗り、普段はごく普通の家族として過ごしているが、いざガ
ロガの陰謀を察知すると、光、蛍、明の三兄弟がそれぞれゾーンファイター、ゾーンエンジェル、ゾー
ンジュニアに変身し、恐獣の猛威を退ける。
　本作はゴジラが登場するテレビ作品として語られることが多いが、御大キングギドラまでが登場しつ
つも意外にアッサリ引き下がってしまう（テレビの放映枠では致し方ないが）展開は、少々肩すかしと
感じるかもしれない。やはりゴジラやキングギドラ、ガイガンの登場は、あくまで楽しいオマケなので
あり、番組を見ていた子供たちが夢中になったのは作品そのものの面白さが第一級だったからだ。
　ゾーンファイターの凛々しいデザインと、両の腕からミサイルを連発するミサイルマイトのド迫力、
更にマイティライナーをはじめとする格好いいメカ、三沢郷の流麗な音楽と、子門真人の炸裂する歌唱
等々が、真に魅力的だったのである。三兄弟が揃って変身すること、主人公が等身大ヒーローと巨大ヒー
ローに２段変身すること等、既に他の作品で試みられた趣向ではあるが、絶妙な取り合わせで心躍る作
品世界を作り上げている。またガロガが単に恐獣を送り込むだけではなく、人間社会に紛れ込み暗躍し
ているという設定も二重丸だ。これはヒーローが等身大で活躍する必然性を作り出すことに成功してい
る。ガロガは地球人そっくりに変身できるが、指の間の水掻きだけは隠せないことから、当時の子供た
ちは大人を見ると水掻きがないかチェックした。等身大の集団ヒーローの活躍から東宝怪獣映画の世界
まで、本作はあらゆる要素を取り込むことで最高の贅沢品に仕上がっている。唯一惜しまれるのは、ス
トーリーが完結していない点だ。
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プロデューサー 衛藤公彦

高橋修之 （日本テレビ）
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古保則夫
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ナレーター 小林清志
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